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嵐
山
に
紅
葉

を
見
に
行
っ

た
。
コ
ロ
ナ
が

５
類
に
分
類
さ

れ
て
以
降
、
や
た
ら
と
外
国

人
が
多
か
っ
た
。
確
認
で
き

る
範
囲
で
も
日
本
人
よ
り
多

か
っ
た
。
紅
葉
ぐ
ら
い
母
国

で
見
ら
れ
る
だ
ろ
う
と
思
っ

た
が
。

　

今
、
本
当
に
多
く
の
国
か

ら
来
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
１

人
の
発
言
だ
が
、
日
本
で
見

ら
れ
る
紅
葉
は
他
国
で
は
見

ら
れ
な
い
、
そ
れ
ほ
ど
美
し

い
と
言
う
。
言
い
換
え
る
と

自
然
の
美
し
さ
で
は
な
く
、

盆
栽
の
よ
う
な
人
工
美
な
の

だ
そ
う
だ
。
人
知
れ
ず
枯
れ

た
木
は
取
り
除
か
れ
、
見
栄

え
の
す
る
木
を
配
置
も
考
え

植
え
ら
れ
て
い
る
。
真
っ
赤

に
染
ま
る
木
な
ど
自
然
界
に

は
そ
う
な
い
は
ず
で
あ
る
。

日
本
の
風
景
は
小
さ
な
カ
メ

ラ
で
撮
影
す
る
の
に
最
適
で

あ
る
。
ナ
イ
ア
ガ
ラ
、
グ
ラ

ン
ド
キ
ャ
ニ
オ
ン
と
は
ま
る

で
違
う
「
美
」

な
の
で
あ

る
。
紅
葉
や
桜
の
美
は
日
本

人
な
ら
自
然
の
美
し
さ
と
思

い
、
外
国
人
は
そ
う
思
わ
な

い
人
も
多
い
。
た
だ
、
作
り

上
げ
て
き
た
も
の
自
体
に
は

驚
き
が
あ
る
の
で
は
な
い
だ

ろ
う
か
。
こ
れ
だ
け
の
美
し

い
物
を
作
り
上
げ
て
き
た
名

も
知
れ
な
い
人
に
感
謝
で
あ

る
。 

（
Ｔ
）

人
道
危
機
救
援
募
金
に
協
力
を

　

11
月
５
日
開
か
れ
た
オ
ー
ル
近
畿
ア
ク
シ
ョ
ン
２
０
２

３
で
は
、
政
府
が
進
め
る
来
年
秋
の
現
行
保
険
証
の
廃
止

方
針
を
止
め
さ
せ
る
こ
と
、
社
会
保
障
の
拡
充
を
進
め
い

の
ち
・
暮
ら
し
を
守
ろ
う
と
、
近
畿
各
府
県
の
保
険
医
協

会
や
市
民
団
体
各
分
野
か
ら
訴
え
が
寄
せ
ら
れ
た
。

和
歌
山
県
社
会
保
障

推
進
協
議
会
か
ら

　

異
常
な
物
価
高
で
す
。
こ

の
夏
、
電
気
代
を
節
約
し
よ

う
と
エ
ア
コ
ン
を
つ
け
ず
、

室
内
で
熱
中
症
の
た
め
に
亡

く
な
っ
た
高
齢
者
も
い
ま

す
。
物
価
が
上
が
れ
ば
、
賃
金

を
上
げ
る
の
は
当
然
で
す
。

し
か
し
政
府
は
、
２
０
２
３

年
４
月
か
ら
の
年
金
改
定
率

を
０
・
６
％
減
額
し
ま
し
た
。

本
来
な
ら
、
２
０
２
３
年
４

月
か
ら
２
・
５
％
引
き
上
げ

ら
れ
る
べ
き
と
こ
ろ
、「
マ
ク

ロ
経
済
ス
ラ
イ
ド
」
に
よ
り

引
き
下
げ
と
な
り
ま
し
た
。

マ
ク
ロ
経
済
ス
ラ
イ
ド

で
い
つ
で
も
減
額
に

　

「
マ
ク
ロ
経
済
ス
ラ
イ

ド
」
は
、
２
０
０
４
年
の
年

金
法
改
悪
の
際
に
導
入
さ
れ

ま
し
た
。
２
０
１
５
年
か
ら

発
動
し
て
い
ま
す
。
簡
単
に

言
え
ば
、
現
役
世
代
と
年
金

受
給
者
世
代
と
の
人
口
比
を

計
算
し
て
、
年
金
額
を
自
動

的
に
引
き
下
げ
る
仕
組
み
で

す
。
平
均
寿
命
が
伸
び
、
年

金
受
給
者
が
増
え
る
な
ど
の

考
慮
を
入
れ
る
と
、「
調
整

率
」
と
称
し
て
引
き
下
げ
ら

れ
ま
す
。
逆
に
現
役
世
代
の

人
口
が
減
る
と
、
年
金
掛
け

金
は
減
る
と
い
う
理
由
で
ま

た
受
給
額
が
引
き
下
げ
ら
れ

ま
す
。
こ
の
マ
ク
ロ
経
済
ス

ラ
イ
ド
の
仕
組
み
に
よ
っ

診
療
報
酬「
引
き
上
げ
必
要
」各
議
員
語
る

11
月
30
日　

国
会
要
請
行
動

パ
レ
ス
チ
ナ
・
ガ
ザ
地
区

　

国
会
議
員
へ
の
要
請
で

は
、
大
阪
選
出
の
柳
本
顕
衆

院
議
員
（
自
民
）
、
宮
本
岳

志
衆
院
議
員
（
共
産
）
、
大

石
晃
子
衆
院
議
員
（
れ
い

わ
）
、
大
椿
裕
子
参
院
議
員

（
社
民
）
が
面
談
に
応
じ
た
。

与
党
内
で
も
引
き

上
げ
必
要
の
声

　

柳
本
議
員
は
診
療
報
酬
に

つ
い
て
、「
自
民
党
内
で
も

引
き
上
げ
が
必
要
だ
と
の
声

が
上
が
っ
て
い
る
」
と
応

じ
、
自
分
も
そ
の
立
場
で
意

見
を
言
っ
て
い
き
た
い
と
語

っ
た
。
現
行
の
健
康
保
険
証

廃
止
の
問
題
に
つ
い
て
は
、

全
て
の
国
民
が
マ
イ
ナ
ン
バ

ー
と
健
康
保
険
証
の
一
体
化

に
移
行
し
て
い
く
こ
と
を
目

指
す
と
い
う
方
針
自
体
は
必

要
だ
と
思
っ
て
い
る
と
の
意

　

協
会
・
保
団
連
は
、
▽
診
療
報
酬
の
大
幅
な
引
き
上
げ

と
患
者
の
窓
口
負
担
軽
減
す
る
▽
現
行
の
健
康
保
険
証
を

残
す
▽
薬
剤
自
己
負
担
の
見
直
し
（
負
担
増
）
に
反
対
す

る
―
―
を
求
め
、
11
月
30
日
に
国
会
議
員
へ
陳
情
す
る
と

と
も
に
、
国
会
内
集
会
を
開
き
、
協
会
の
吉
田
裕
志
副
理

事
長
、
杉
本
叡
理
事
と
事
務
局
が
参
加
し
た
。

向
を
示
し
た
が
、
期
限
を
切

っ
て
進
め
て
い
く
こ
と
は
大

阪
の
地
元
で
も
高
齢
者
の
懸

念
の
声
を
聴
い
て
お
り
、
問

題
を
感
じ
て
い
る
と
語
っ

た
。大

軍
拡
路
線
を

批
判

　

杉
本
理
事
が
軍
拡
と
社
会

保
障
の
拡
充
は
両
立
し
な
い

と
訴
え
る
と
、
宮
本
議
員
は

今
は
ア
メ
リ
カ
の
劣
化
し
た

兵
器
を
爆
買
い
さ
せ
ら
れ
る

と
い
う
段
階
か
ら
さ
ら
に
進

み
、
日
本
自
身
が
兵
器
を
開

発
、
い
っ
そ
う
軍
拡
に
邁
進

し
財
源
を
費
や
す
状
況
で
あ

る
と
応
じ
、
大
学
等
の
研
究

機
関
で
も
軍
事
研
究
を
優
先

さ
せ
る
な
ど
、
な
り
ふ
り
構

わ
な
い
大
軍
拡
路
線
を
批
判

し
、
国
民
の
命
と
健
康
を
守

る
た
め
に
財
源
を
活
用
す
べ

き
だ
と
語
っ
た
。

医
療
従
事
者
の
賃

金
を
保
障
す
べ
き

　

大
石
議
員
は
、
保
険
証
残

す
こ
と
に
改
め
て
賛
意
を
示

し
、
そ
の
立
場
で
頑
張
っ
て

社
会
保
障
の
拡
充
で
、
い
の
ち
・
暮
ら
し
を
守
ろ
う
！

年
金
受
給
額
は
変
え
ら
れ
る

て
、
こ
の
11
年
間
で
年
金
受

給
額
は
７
・
３
％
減
ら
さ
れ

て
い
ま
す
。
マ
ク
ロ
経
済
ス

ラ
イ
ド
は
、
２
０
５
８
年
ぐ

ら
い
ま
で
続
く
と
さ
れ
、
若

い
人
ほ
ど
減
額
率
が
高
く
な

っ
て
い
き
ま
す
。

今
で
も
少
な
い

公
的
年
金
支
給
額

　

厚
生
年
金
は
サ
ラ
リ
ー
マ

ン
が
対
象
で
す
が
、
平
均
支

給
月
額
は
男
性
約
16
万
６
千

円
、
女
性
約
10
万
３
千
円
で

す
。
女
性
が
、
結
婚
な
ど
に

よ
る
早
期
退
職
や
男
女
の
賃

金
差
別
、
パ
ー
ト
・
非
正
規

労
働
な
ど
を
強
い
ら
れ
た
雇

用
差
別
に
よ
り
、
年
金
支
給

額
が
月
６
万
３
千
円
も
低
く

な
っ
て
い
ま
す
。

　

国
民
年
金
は
、
平
均
支
給

月
額
が
約
６
万
５
千
円
で
、

と
て
も
生
活
費
と
し
て
や
り

く
り
で
き
る
金
額
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。

現
役
世
代
こ
そ

黙
っ
て
い
て
は
だ
め

　

マ
ク
ロ
経
済
ス
ラ

イ
ド
は
若
い
人
ほ
ど

影
響
が
強
く
出
ま

す
。
若
い
人
に
こ
そ

関
心
を
持
っ
て
ほ
し

い
。
働
き
方
の
抜
本

的
改
善
も
必
要
で

す
。
非
正
規
雇
用
を

正
規
に
し
、
男
女
を

撤
廃
さ
せ
、
同
一
労

働
同
一
賃
金
を
企
業

に
認
め
さ
せ
る
こ
と

で
将
来
の
年
金
受
給

額
は
変
わ
り
ま
す
。
政
府
が

中
小
企
業
支
援
策
に
し
っ
か

り
取
り
組
ん
だ
上
で
保
険
料

の
事
業
主
負
担
を
引
き
上
げ

る
こ
と
も
重
要
で
す
。
や
は

り
現
役
労
働
者
が
声
を
上
げ

て
い
く
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。

 

（
お
わ
り
）

あげよう
を声声

③

い
き
た
い
と
意
欲
を
示
し

た
。
診
療
報
酬
に
つ
い
て
は

財
政
審
や
支
払
い
側
か
ら
診

療
報
酬
引
き
下
げ
の
主
張
が

出
て
い
る
こ
と
を
認
識
し
て

お
り
、
医
療
従
事
者
の
賃
金

を
守
ら
な
け
れ
ば
医
療
現
場

は
も
た
な
い
、
診
療
報
酬
は

引
き
上
げ
が
必
要
だ
と
語
っ

た
。
大
阪
の
問
題
で
は
、
万

博
の
費
用
上
振
れ
問
題
、
跡

地
利
用
の
カ
ジ
ノ
・
Ｉ
Ｒ
に

も
触
れ
、
問
題
が
多
く
中
止

さ
せ
て
い
く
べ
き
だ
と
考
え

を
示
し
た
。

　

大
椿
議
員
は
口
腔
の
健
康

格
差
に
つ
い
て
言
及
し
、

「
患
者
窓
口
負
担
の
軽
減
が

不
可
欠
」
と
語
っ
た
。

　

陳
情
で
は
、

請
願
書
名

「
現
行
の
健
康
保
険
証
を
残

し
て
く
だ
さ
い
」
を
４
１
８

３
筆
分
（
累
計
８
４
０
９
）

に
つ
い
て
、
宮
本
衆
院
議
員

（
１
１
８
３
筆
）
、
大
石
衆

院
議
員
（
１
０
０
０
筆
）
、

山
下
芳
生
参
院
議
員
（
１
０

０
０
筆
）
が
紹
介
議
員
と
な

っ
た
。

　

イ
ス
ラ
エ
ル
及
び
ガ
ザ
で

の
武
力
衝
突
が
激
化
し
、
市

民
の
被
害
が
深
刻
化
し
て
い

る
こ
と
を
受
け
、
協
会
は
国

境
な
き
医
師
団
や
日
本
赤
十

字
社
な
ど
が
取
り
組
む
各
人

道
危
機
救
援
募
金
へ
の
協
力

を
会
員
に
呼
び
か
け
ま
す
。

人
道
危
機
募
金
へ
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

■ 

国
境
な
き
医
師
団
「
緊
急

チ
ー
ム
募
金
」

　

 

募
金
方
法
：
Ｈ
Ｐ
か
ら

■ 

日
本
赤
十
字
社
「
イ
ス
ラ

エ
ル
・
ガ
ザ
人
道
危
機
救

援
金
」

　

 

募
金
方
法
：
銀
行
振
込　

三
井
住
友
銀
行
す
ず
ら
ん

支
店
（
普
）
２
７
８
７
７

９
７　

日
本
赤
十
字
社　生活保護患者の受診時の資格確認が、

2024年３月からオンラインで可能となる予
定です。
　マイナンバーカードを利用した資格確認
には、システムの改修が必要となります。
　なお改修に際しては費用の3/4（上限５
万４千円）の補助金があります。2023年12
月31日（日）までに改修完了し、2024年１月
15日（月）までに申請することが条件です。

■ 

日
本
ユ
ニ
セ
フ
協
会
「
ガ

ザ
人
道
危
機
緊
急
募
金
」

　

 

募
金
方
法
：
Ｈ
Ｐ
か
ら

生活保護患者の資格情報（医療券等）
オンライン資格確認対応について
（補助金あり：上限５万４千円、12月31日　
までに改修を終え、申請期限は１月15日まで）

協会の年末年始の業務と本
紙の発行は次の通りです。
【休務】12/29～1/８
【新聞】2023年12/25付、
2024年１/15付は休刊。

年末年始の
お 知 ら せ

左から杉本氏、宮本議員、吉田氏

左・大石議員

右・大椿議員

スタンディングで訴える協会役員


